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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ、投稿ください。
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　６月１日（木）、
市役所本庁でアサ
ダメッシュ株式会
社（祁答院町）との
立地協定調印式が
ありました。
　今回、ほこり
対策を徹底した
クリーンな工場に最先端設備を導入するこ
とで、高効率 ･高品質の生産体制を実現し、
国際競争力を高めることを目的に工場を増
設するものです。今後、本市におけるさら
なる雇用の創出や地域経済の発展が期待さ
れます。
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　５月 18日（木）、鹿島小学校の児童と地元
漁協の皆さんによる、ヒラメの稚魚放流が
実施されました。
　垂水市で育てられた約３万匹の稚魚を、
花瀬海岸から放流。子どもたちはヒラメの
感触やストレスから開放されたことによる
皮膚の変色に驚きながらも、「大きくなって
戻って来てね」などと、思い思いに声を掛け
て成長を願いました。

　５月５日（金）、寺山こどもの日フェスタ
が盛大に開催されました。創作・体験活動
やフリーマーケット、鹿児島大学奇術同好
会によるパフォーマンスショーなど魅力的
なコーナーもあり、家族連れをはじめ多く
の入場者でにぎわいました。

　６月４日（日）、上甑島で第９回甑島イカ
つり大会が開催されました。この大会は、
島内の各港で制限時間内に釣れたアオリイ
カの重量を競うもので、優勝者は 3.19kgも
の大物を釣り上げるなど、レベルの高い大
会となりました。
　エギ（イカ釣り用のルアー）や焼酎などが
当たる抽選会などもあり、大いに盛り上が
りました。

　５月16日（火）、大韓民国慶
けいしょうなんどうしょうねいぐん

尚南道昌寧郡
から金

キム

忠
チュン

植
シク

郡守を団長とする昌寧郡公式来
日団 15人を迎え、薩摩川内市・昌寧郡友好
都市締結５周年記念事業として、記念式典・
祝賀会が開催されました。
　また、翌日には甑島視察などを通して、
両市郡の相互理解と親睦を深めました。今
後も両市郡の友好関係がさらに深まり、幅
広い分野における相互交流が進むことが期
待されます。
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時
】＝
７
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日
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時
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分
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児
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知
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史
・
文
化
財
・
伝
統
芸
能
・

文
化
人
を
は
じ
め
、
各
中
学
校
区
の「
ふ
る
さ

と
自
慢
」も
、
豊
富
な
写
真
と
共
に
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
中
央
図
書
館
や
各
地
域
の
図
書
館
分
館
に
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
の

「
ふ
る
さ
と
巡
り
」や
夏
休
み
の
自
由
研
究
と
し

て
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
を
利
用
し
て
、

映
画
上
映
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

中
央
図
書
館
内
に
あ
る「
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」で
は
、
所
有
す
る
視
聴
覚
機
材
や
教
材

を
、
各
種
団
体
へ
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
利
用
で
き
る
団
体
】＝
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
、
自
治
会
、
子
ど
も
会
、
保
育
園
、
幼
稚

園
、
社
会
教
育
団
体
な
ど

＊
次
の
活
動
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
▼
営
利
を
目
的
と
す
る
活
動

　
▼
政
治
的
活
動
や
宗
教
的
活
動

【
機
材
】＝
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Ｄ
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Ｄ
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【
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３
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】＝
ア
ニ
メ
映
画「
虹
色
ほ
た
る
～
永
遠

の
夏
休
み
～
」

【
あ
ら
す
じ
】＝
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
お
父

さ
ん
と
の
思
い
出
の
山
を
訪
れ
た
小
学
生
の
ユ

ウ
タ
。
豪
雨
で
足
を
滑
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。
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懐
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絵 本 児 童 書

　寂しいのは人間だけじゃない。
猫、イルカ、鹿、イグアナ、イン
コ、チョウ、犬、ロバ。動物たち
の視点で描く、愛することと生き
ること。テレビ局の企画で全国を
旅し、人気者となった主人公のロ
バが出会った、８つの優しい物語。

　普段は無口で、怠け者と思われてい
る「ハシビロコウ」のはっちゃん。ほか
の動物たちは、そんなはっちゃんをば
かにしてばかり。ある日、おなかをす
かせたライオンがやってきて、動物た
ちに襲い掛かろうとしたところ…。イ
ンパクトのある表紙も魅力的です。

　「お：落ち込んじゃってブル
ーな気分。いえいえブルーは
空の色。」「れ：練習は１００
点を目指せ。本番は１００点
を超えろ。」など、人生のヒン
トになる言葉をカルタ形式の
50音順で紹介します。

　思いを言葉にするのが難しい人に代わっ
て手紙を書くことを請け負う「代書屋」。反
発していた祖母の跡を継ぎ、鎌倉で代書屋
を営む鳩子の元には、今日も風変わりな依
頼が舞い込む。さまざまな人の思いをくみ
取り、文字にして相手に届ける中で、鳩子
は祖母の思いにも寄り添っていく･･･。

ツバキ文具店
小川　糸　著
（幻冬舎）

一 般 書
鹿島分館から

ことば絵本
明日のカルタ
倉本　美津留　著
（日本図書センター）

ハシビロコウの
はっちゃん
よしだ　あつこ　作
マツダ　ユカ　絵
（鈴木出版）

ロバの
サイン会
吉野　万理子　著
（光文社）

一 般 書
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